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　 The 血nuence 　of 　the　fabric　substrate 　on 　soil　deposi価on 　and 　removal 　of 　arロficially　soiled 　cloths ，　using

polyester　 cloths 　 consis 廿ng 　 of 　single 　fibers　of　different　deniers　 and 　d汢ferent　 cross −sectional 　shapes
，

called 　Shingosen ，　 was 　investigated．　 In　addition ，　 artificially 　soiled 　polyester　cloths 　were 　prepared，
con しaining 　the 　so ユ正components 　of　na むural　soils　on 　s1血 t　coUars 　as　determined　by　compesition 　analysis ，
using 　 an 　 aqueous 　 dispersion　 soi巨ng 　 medium ．　 This　 so 丗 ng 　 mediu 皿 was 　 made 　 up 　 of 　 oily 　 soil

，
　 soluble

protein，　carbon 　black　and 　clay 　dispersed　in　water ，

　 Arnethod 　for　determining　detergency　was 　established 　using 　the　Kube 工ka−Munk 　equation 　and 　Minato

methods 　in　order 　to　 avoid 　the　influence　 of 　background 　 refiectan ¢ e．　The 　 artificially 　 soiled 　polyester
Shingosen 　 cloths 　had　 a　higher　 soil　deposition　 and 　 retentbn 　efficiency 　than　Q七her　such 　cloths 　made

from 　conventional 　fibers，　On 　the 　other 　hand ，　artificiaUy 　soiled 　polyester　cleths　with 　appreXimately 　40 ％

re 且ectance 　 were 　found 　to　have　a　high　correlation 　fQr　evaluat 血 g　the　detergency　 of 　four　kinds　of

powder 　 detergents　 as 　 natural 　facial−wipe 　 pQlyester　 cloths 　 in　 terms 　 of 　the　 detergent’s　 so 且 remov 副

abi 肚ty．

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （Received　July　25
，
1996）
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　 1．緒　　言

　新合繊 の よ うな新紊材繊 維 の 開発 に と もな い 多種多

様化 した繊 維製品が 急激 に 増加 して い る こ とか ら，こ

れ ら繊維製品の 洗浄 を行う上 で ，繊維基質の 相違に対

応 した洗浄お よび洗浄力評価 を行 っ て い くこ とが 重要

視 され る． した が っ て
， 繊 維基質 の 汚 染性 ・洗浄 陛を

考慮 した汚染布を提案 して い くこ とが必要不 可欠と考

える ．

　従来，衣料用洗剤の 洗浄力評価に は使用する汚垢の

性 質が大 き く影響す る こ とか ら，JISの 衿垢布法 （日

本 工 業規格 1994 ；戸 張等 1982 ；Obendorf　and 　Webb

1987），フ ァ ミリ
ーバ ン ドル テ ス ト法 （ASTM 　1978），

顔 の 汚 れ を ラ ビ ン グ し た 顔 垢汚 染 布法 な ど （Webb

and 　Obendorf　l987），実際の 汚れ を採取 した天然汚染

布 に よる洗 浄力評価 が行われ て きた．しか し，天然汚

染布 を使用 した 洗浄力評価で は，個人差や地域差 ， 季

節 に よ っ て 変動する 天然汚染布を迅速に多量 に作成す

る こ とが 難 しい こ とか ら 人工 汚染布の 考案が検 討 され

て きた （角 田 と大場 1968 ；米田等 1970 ；柏等　1970 ；

角田等 1969）．奥村等 （1981）は，衿垢汚染布の 洗浄

力評 価 と相 関性 の 高 い 挙動 を示す人 工 汚染布 と し て水

を分散媒 として タ ンパ ク質 を配合 した湿式人工 汚染布

を開発 し，現在で は洗濯科学協会 に て 頒布 され て い る ，

しか し，
こ の 市販 人工 汚染布は 繊維基 質と して 綿布を

使用 して い る の み で ，天然汚 染布と類似 した洗浄挙動

を示 す綿布以外の 人 工 汚染布の作製 を提案 して い くこ
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とが 必要 と考 え る ．また，EMPA や Krefeld の 市販 人

工 汚染布に見 られ る ように ，ポ リエ ス テ ル や羊 毛な ど

綿布 以外 を繊維基質 と した 汚染布 も市販 さ れ て い る が ，

超極 細繊維や異形断面繊 維な ど新合繊 に つ い て の 汚染

性や 洗浄性 を検 討 した研 究 は 見あた ら ない ．

　そ こ で ，本研究で は超極細繊維や 異形断面繊維 とい

っ た繊維形態 の 異なる ポ リエ ス テ ル 布を対象に ，繊維

基質 の 相違 が汚染性 ・洗浄性 に 及 ぼ す影響に つ い て 検

討する と共に ，水を分散媒と して 人体皮膚代 謝成分 を

汚 れ の モ デ ル 成分 と して 配合 し た タ ン パ ク質配合湿式

人工汚 染布 を作製 し， 天然汚染布の 洗剤に対する洗浄

力評価 結果 と良 い 相 関性を持つ 洗浄力試験用の ポ リエ

ス テ ル 人 工 汚染布 を提案 した ．また ，繊維 基質 の 相違

する汚染布の 洗浄率 を比較す る場合，従 来 の 反射率約

30％ の 台紙上 で 汚染布 の 反射率を測 定す る方法 で は

（奥 山 と皆川 1994）， 台紙の 反射率 の 影響 を含め て 反

射率 を測定 して い る こ とか ら，繊維基 質が相違する と

台紙 の 反射率の影響 も異 な る ため，繊 維基質が異 な る

汚染 布の 洗浄率 を比較する こ とが で きない と い っ た問

題 を引 き起 こ し て い る ．そ こ で ，湊 の 方法 （湊 1968 ；

村 田 1990）お よ び Kubelka−Munk の 式 （Kubelka 　and

Munk 　1931）を用 い て 台紙 の 影響 を全 く受け な い 汚染

布 自体 の 反射率 を求 め
，

こ の 値 か ら洗浄率 を算出する

方法 を確立 した．

　2．実験方法

　（1） 試 　　料

　試料布は単繊 維 の 異 なる 3 種類 の ポ リエ ス テ ル フ ィ

ラ メ ン ト糸を用 い た平織 り布 を使用 した．試料 の 詳細

を Table　 1 に
， 単繊維断面の電子顕微鏡写真を Fig．1

に 示す．通常 の 円形ポ リエ ス テ ル 繊維 で 織 ら れ た トロ

ピ カ ル を標準試料 に
， 新 合繊 と し て 異形断面繊 維を 使

用 した デ シ ン ，超極細繊 維を混 合 した ナ ス カ に つ い て ，

十分 な 糊抜 き精練を行 い 使用 し た ．

　（2） 汚染布の 作成法

　1） 人工 汚染布

　奥村等 の 水を分散媒 と した タ ン パ ク質配合湿式 人工

汚染布の作製方法に準 じて ，天然衿垢布の 平均 的な汚

垢成分 の 分析値に 従 っ て ，Table　2 に 示 し た タ ン パ ク

質成 分，油性汚垢成分 ， 泥 ，
カ ーボ ン ブ ラ ッ クを強力

な乳化 ・分 散装 置 （ポ リ トロ ン ジ ェ ネ レ ータ ー ・PT

36／4　Kinematica 社 ）に よ り水溶液 中 に 分散 させ た安

Table　1．　Details　of　the　polyester　fabrics
’

　 　 　 　 　Thickness 　 　 Weight
Sample
　　　　　　（皿 m ）　 　 （9／m り

Yarn 　size

（DXFil ）

Sin91e　yarn

　 （D ）

Thread 　density

（count ／inch）

Warp Weft Warp Weft Warp Weft

（A ）Tropieal　　 O．268

（B）Dechine 　　 O．229

（C）Nasuka　　　　O，254

120．091
．5110
．0

ユ50× 4850

× 24150x37

50× 4875

× 7260

× 48

3810902

（  ．2−O．4）

3
遇
41031

76221158 6810894

iPlain
　fabrics　 were 　used ．

（A ）Tropica1 　　　 （B ）Dechine 　　　　 （C ）Nasuka
　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 × 3000

　　　　　 Fig．1．　Scanning　electron 　rnicrophotographs 　of　different　polyester　fibers
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定な汚染浴 （汚垢成分 50g／水 850　ml ） を調製 した．

こ れ に 試料布を浸漬 して汚垢を均
一

に 付着 させ，熱処

理後ラ ビ ン グ処理 を行い 汚染布 を作製 し た （山口 と永

山 1992）．なお，奥村等の 汚染浴組成は綿布に付着 し

た汚れ の 分析結果を もとに モ デ ル 的に汚垢成分 を作製

し た もの で
， 疎水性 の ポ リエ ス テ ル 布で は，綿布 とは

異な る付着汚垢成 分あ る い は汚染性 を示す こ とが予測

される こ とか ら，ポ リ エ ス テ ル の 天然汚染 布を作製 し，

両者 の 洗剤に対する 洗浄力評価 の 比較 を行 っ た．また，

従来の綿布を対象と した湿式人工 汚染布で は汚染布 の

反射率に よ っ て 洗浄率は 大きく異な り， 反射率 40± 2
％ の 汚染布 を適切な洗浄率が 求め られ る汚 染布と され

て い る こ とか ら （奥村等 1981 ；山 口 と永山 1992），ポ

リエ ス テ ル布 に とっ て適切 な反射率が得 られる汚染浴

濃度を検討 した．そ こ で ，奥村等 の 汚染浴濃度 を基準

と して ，そ の 1／4，1／3，
1／2，

1
，
2倍の 汚染浴 を調製

し，絞 り率が 2．0〜2．3倍の 範囲 にな る よ うに汚染布

を作製 した ．

　 2）　顔垢汚染布

　 比較 用 の 天然汚染布と し て ，着用 に よ る 衿 ・
袖 口 の

汚れ の洗浄力評価 と高い 相関性 を示す顔垢汚染布を用

い た，顔垢汚染布は
， 3種類 の ポ リエ ス テ ル 布に つ い

て
， そ れ ぞれ Fig．2 に示 す よう に 直径 6cm とや や 大

きめ な顔垢採取用の サ ン プ ル を，男性 を対象に ， 全体

が均
一

に な る よ うに，顔，首 をこす り汚れ を採 取 し，

大汚れ か ら 小 汚れ の 汚染 布 を各試料 布ご と に 10枚作　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

製 した．作 製 した 顔垢 汚染布は 4 等分 に裁断 し，4 種

類 の 洗剤の 洗浄力評価用汚染布 と した．

　（3） 洗浄方法

　洗浄装 置は 上 島製作所 製 の Terg−0 −tometer を使用

した ．洗 浄槽 に 人 工 汚 染 布 10 枚 を 入 れ て
，
120rpm

の 往復半回転で 10分間洗浄 した 後 ， 3分 間 の すす ぎ

を 2 回行 っ た．洗浄用水に は 硬度約 3− 4
“DH の 水道

水 ll を 用 い て
， 浴比 1 ：30 （メ リヤ ス 布 で 総量 を調

整）， 洗浄温度 25± 1℃ で ，
Table 　3 に示 し た 4 種類の

洗剤 を用 い て指示濃 度で 洗浄 した．顔垢汚染布 も同様

に 洗 浄 した ．

　（4） 洗浄性 の 評価

　1）　反射率か ら求める洗浄率の算出法

　光電光度計 （TG −6G 型 ， 東 京 電 色 社） を用 い て ，

人工 汚染布の 洗浄前後 の 反射率を測定 した．従来の 汚

染布 の 反射率は ，反 射率 を約 30％ に 統
一 し た 灰 色 台

紙上 で 測定 し，台紙の 反射率の影響を含め て 汚染布 の

反射率 を測定 して い る た め （日本 工 業規格 1979 ），異

Table　2，　 Composition　of 　soils

Or  a皿 ic　components （％ ）

　 Oily　components

Protein　component

Oleic　 acid 　　　　　　　28．3

Triolein　　　　　　　l5．6

Cholesterol　Oleate　12．2

Liquid　Paraffm　　　　2．5
Squalene　　　　　　　　2．5

Cholesterol　　　　　　L6

Gelatine 7．0

Inorganic　components （％ 〉 Clay　　　　　　　　　　　　29．8
CarbQn 　black　　　　　O．5

　tabrics

et

Fig．2．　 Preparation　of　the　soiled 　facial−Wipe 　cloth

な る繊維基質を汚染布 と して 使用 した場 合，台紙の 反

射率 の 影響 が相 違す る こ とか ら，汚染布 自体 の 反射率

を求 め る こ と が で きな い ．そ こ で ，湊の 方法 （湊 工968）

お よび Kubelka −Munk （Kubelka　and 　Munk 　1931）の

式 を用 い て ，台紙の影響を全 く受け な い 汚染布 自身の

反射率 を求め る 方法 を誘導 し洗浄率を算出す る方法を

提案 した，湊の 方法 よ り，白と黒の 台紙上 に置 かれ た

汚染 布の 散乱係数 （∫。）は 同
一で ある こ とか ら （1）

式の 関係が成立する （Yamaguchi 　et　at．　1996）．

・ ・隠≡鮒踰
゜°

謂 ］Sc＝
　　　　 X （1／Rc 。。

− Re 。。 ）

・ 9e［
（R 。．。

− Rg2）（1／R 、．．
− R

。2）

（R 脚

一R 。2）（1／R 、．．

− Rg2）］
X （1／R 。。。− R。。。）

（1）

こ こ で ，Rgl と Rgz は それぞ れ 白 と黒 の 台紙 の 反射率

を示 し，R
。1 と R

。2 はそれ ぞれ 白と黒の 台紙 の 上 で測

定 した汚染布の 反射率 を示す．一
般に

， 密 度 の 等 しい

シ
ー

ト を試料 と し て 使 用 した 場 合 ，
X は 試料 の 厚 さを
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用 い て ，単位厚 さあ た りの 散乱係数 に変換 し て表示 し

て い る ．しか し，布 の ように生地 の 種類の違 い に よ っ

て
， 織 り密度が 変わ る場合 は厚 さだ けで は 不 十分 と考

え，繊維 自体 の 散乱係数を表示す る場合は，単位 面積

あた りの 質量 （g／cm2 ）で 補正 を行 っ た，したが っ て ，

実測 値 の Rg1
，
　 Rg2，　 R

。 1，　 R
。z を用 い て

T   式 よ り台

紙 の 影響 を受け な い 汚 染布の 反射率 （R ，。。） を求 め る

こ とが で き る ．

　　　　Reco＝＝（− B 一
トN

厂】画 A2）／2　A　　　　　　　　　（2）

A − R 。rRg2
− R，2

・Rg1，β一（RgrRg2 ）（1＋R 。 1
・R 。2）一（R・1

− R 。2＞（1＋ Rg1・Rg2）．

　 人工汚染布の 洗浄率 は，（2）式 よ り算出 した台紙 の

影響 を受け な い 反 射率 （R 。。。）を用 い て ，（3）式 に 示

す よ うに Kubelka −Munk の 式か ら KIS 値 を求め 算 出

した．

洗浄報 ・一離窘鏘1購 書芻器 ・ 1・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3＞

こ こ で

　　　　　　　 K，／S＝ （1− Rcoe）2
／2　Rcoo

R
，。e ： （2）式 よ り算 出 した 反射率。　 K ；吸収係数．　 S ：

散乱 係数．

　 2）　 目視判定

　 顔垢 汚染布 の 洗浄力の評価 は Scheff6 の
一

対 比較法

（中屋 の 変法） に基 づ き （日科技 連官能検査委 員会

1975）， 本学助手 8 名 をパ ネ ル と して ，4 等分 に裁断

して 4 種類 の 洗 剤で 洗浄 した 4 タ イプ の 顔垢汚染布 を

サ ン プ ル として ， 3 種類の試料布ご とに汚れ落 ち の 状

態 が きれ い か汚 い か を 7段階尺度 （非常 に，少 し，や

や ，どち ら と もい えな い
， やや ， 少し，非常に ）に よ

り判 定 し た ．なお ，Kenko 製 の マ ル チ デ
ー

ラ イ トを

使用 して C 光源の 標準光源下 に お い て ，反射率約 30

％ の 灰色台紙上 で 判定 した ．

　3、結果お よ び考察

　（1） 洗浄率算 出式 の 検証

　台紙 の 影響 を受 けな い 汚 染布の 反射率 と し て  

式 よ り求め た計算値 （＆ 。。）と，台紙の 影響 を受けな

い よ うに汚染布 を 10枚重 ね て 反射率を 測定 し た実測

値 （R 。。） と の 関係 を Fig．3 に示す． 3 種類 の 試料 布

と もに 非常 に高 い
一致性 を示すこ とか ら，汚 染布 の 繊

維基質が異 な っ て も ， 台紙 の 影響 を受けない 反射率を

（2）式か ら算出 す る こ とが で きる．しか し，Fig．　4 に

示す よ うに
， 洗浄後の 反射率 の 計 算値 （R 。。。）と 実測

値 （R 。。） の 関係 は ，Fig．3 に示 し た洗浄前の 関係 に 比

較 し て 大 き く相違 す る．こ れ は，洗浄に よ っ て 洗浄後

の汚染布の 反射率に ば らつ きが 生 じ る た め
， 汚染布を

重 ね合 わ せ て 測定す る 実測値 （R 。。）で は下地 となる

汚染布の 影響が異な り，　 （2＞式 よ り算出 した 計算値

（＆。。）と異 な る値 を示 した もの と考え る．し た が っ

て ，洗浄後の ばらつ きの 大 きい 汚 染布 の 反射率を求め

る場 合 ， （2）式 よ り算出 し た計算値 （R ，。。） と し て 反

射率 を求め る こ と に よ っ て
， 台紙の 反射率に影響 され

な い 汚染布 自体 の 反射率 を求 め る こ とが で き， 繊維基

Table　3．　Detergent　prQduct　characteristics

Detergent
Goncentration

　　（9／1）

　 　 Surfactant

（available 　component ）
Builder

（1）Standard（JIS）

（2）Heavy 　duty　syndet

〔3）Neutral　detergent

（4）Soap

1．33

0，83

1．50

1．67

1．AS 零 i

LASAOS
＊2AE

＊3

LASAS
字lSOAP

（15％ ）

（41％）

（27％ ）

（60％ ）
＊ ’

STP ，
ib

　CMC ＊ 7

Sodi  su 『ate

Sodium 　carbonate

Sodium 　sil正cate

S岫   alu 加 nium 　s且icate

Carbon 乱te

EnzymeOptical

　br埴htener

Sulfate

判Sodium 　hnear 　 alkylbenzene 　 suifonate ．宰〜
α
一〇lefinsulfenate．鵯 Polyoxyethylene　 alkyl 　 ether ．零 斗Alkyl 　 sodium 　 sl」faLe．

‡”Pure　soap ．＊ °Sodi  加ipo切〕hosphate．‡7S 曲 皿 carbo ｝騨 ethyl 　ce 且岨 ose ．
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質 の 異 な る汚染布 問 の 洗浄率 を台紙 の 反射率の 影響を

受 け な い 汚 染布の 反射率か ら算出 し た値と し て 比較す

る こ とが で きる．

　  　ポ リエ ス テル 湿式人工汚染布 の 汚染性

　 （4）式 よ り算出 し た 汚垢付着量 と （2）式 よ り求 め

た反射率と K／s。 値 との 関係 を Fig．5 に示す．

　　　　　　　　　　 絞 り率 × 汚染浴濃度
汚垢付着率 （％ ）＝ 　　 　　　　　 x100

試料の 重量

　　　　　　　　　（4＞

　 3 種類 の 人 工 汚 染布 と も汚垢付 着量 と κ／Sc 値 は 直

線関係を示 し ， 綿汚染布 と 同様にポ リエ ス テ ル 布にお

い て も， こ の 湿式人 工 汚染布 で は ，K ／Sc 値 か ら洗 浄

率 を算出す る こ と に よ っ て ，汚垢付着量 と相関性 の 高

い 洗浄率 を求め る こ とが で きる．しか し ， 試料布に よ

っ て 汚垢付 着量 と K／Sc値 の 関係 が 相違 す る こ と か ら
，

汚 染性は試料布に よ っ て 異 なる こ とが わか る．汚染浴

濃 度 が高 くなる ほ ど新 合繊 の Kノ∫。値 は高 い 値 を示す

こ と か ら，
一

般 の ポ リエ ス テ ル 布に 比較 して 異形断面
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Fig．5．　 Rela廿onship 　between　residual 　art 丗 cial 　soil 　on

　　　 the　eloths 　and 觚 c　va 上ue 　or 　reflectance

▲ ，K ／Sc　va 亅ue 　 of 　Tropic 記；●，κノSc　value 　 of 　Dechine ；■ ，
K／

Sc　value 　of 　Nasuka ；　△
，

re 且ectance 　of 　Tropical；　○，
re 且ectance 　of 　Dech 血 e；口，reflectance 　of　Nasuka ；

一 ，　K／

Sc　value ；
・・……，　reflectance 　from　Eq．（2）．
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繊 維や超極細繊維か ら な る新合繊 で は，汚垢成分 が付

着 しや す い 傾 向 に ある こ とが 推察され る ．また，汚れ

の付着機構 を大別す る と ， 機械 的な作用 に よ る 汚れ の

付着，汚れ と繊維間な どに見 られ る van 　der　Waals 力

に よる 付 着 ， 静電気 力 に よ る付着が あ げ ら れ る が，疎

水性繊 維で あ り帯電 量 の 高 い ポ リエ ス テ ル の粒 子汚れ

に 対す る 汚染性 の 評 価 は，静電 気力 に よ る 影響が 大 き

い こ と が あげ ら れ て い る （奥山 と皆川 1991）．そ こ で
，

こ の 3 種類 の 試料布 を 5 ヵ 月間室内に 放 置して 静電気

力に左右さ れ や す い 浮遊汚 れ の 付着状 態を評 価 し た ．

（2）式 よ り算 出 した暴露 布 の 反 射率 （R。。） を用 い て

（5）式 よ り算出 し た汚染率 と，汚染性 を示 す指標 と し

て 汚 染布 の K，／s， 値 か ら原 布の K ／s。 値 を差 し引 い た値

をFig．6 に 示 した．

　　　　　　　　 原 白布 の R 一
暴露布 の R

　　汚染率 （％ ）；　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　x100
　　　　　　　　　　　　原 白布 の R

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （5）

こ こ で R ：反射率．

　 カ
ー

ボ ン ブ ラ ッ クや泥な どの粒子汚れ を主 な汚垢成

分 とす る環境暴露布に お い て も湿式人 工 汚染布 と同様

に ， 新合繊 の 汚染率お よ び K／S 値が高 い 値 を 示 す こ

と か ら ，新合繊 は
一

般の ポ リエ ス テ ル 布に 比較 して 汚

れ が付着 しやす い こ とが わ か る ．

　顔垢 汚染布 と 湿式人 工 汚 染布の 汚垢付着状態を電子

顕微鏡で 撮影 した結果を Fig．7 に示 した．顔垢汚 染布，

人 工 汚染布 ともに繊維 と繊維の 間に汚垢が 付着 し，異

形 断面繊維 の デ シ ン ，超極細繊維を含 む混繊糸 の ナ ス

カ で は，
一

般 の ポ リエ ス テ ル 布 の トロ ピ カ ル よ りも ，
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Fig．　6．　 So丑ing　ProperUes 　folowing 　 exposure 　to
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　　　　 period　of 　fi▽ e　months

A ，Tropic撮；B ，　Dech 血 e ；G ，　Nasuka ．■ ，　soil 　deposition；

霧 ，Ky／Se− K ／s。，

（1 ）

（五）

（A ）Tropical 　　 （B ）Dechine 　　　 （C ）Nasuka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x1000

　　　　　　 Fig．7，　Scanning　electron 　microphotographs 　of 　so藍ed 　cloths

　 　 　 　 　 　 （1 ），naturally 　so 且ed 　cloth ；（且 ），artificially　soiied　cloth ，
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繊 維 と繊維ある い は 糸と 糸 な ど織 り組織間 の 凹凸が複

雑で ，こ うした間隙に汚垢が付 きや すい 傾 向に ある こ

とを確認 した ．

　（3） ポ リエ ス テ ル 湿式人 工 汚染布の 洗浄性

　各汚染浴濃度で作製 し た 湿式人 工 汚染布 の 洗浄率 を

Fjg．8 に示 した．い ずれ の 試料布 にお い て も， 汚垢付

着量に かか わ らず ，粉 石鹸 ，弱 ア ル カ リ性 洗剤，JIS

洗浄力判定用指標洗剤 （以 後 JIS指標洗剤 とする），

中性洗剤の 順で 高 い 値を示 し，
一般 的な洗剤 の 洗浄力

評価 と して ほ ぼ一致する傾 向を示 した．

　次 に ，顔垢汚染布 を用 い て 天然汚染布 との 洗浄性 を

比 較 した．顔垢汚染布は，同様に 4 種類 の 洗剤を対象

に そ の 洗浄性を Scheffaの 一
対 比較 法 （中屋 の 変法）

に 従 い 7段階尺度を用 い て
一3点 か ら＋ 3点 を与え て
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Table　4．　 Correlation　between　concentration 　of 　soiling 　medium 　and 　correlation 　coefficient （r）

Sample
Concentration’1

　　（ratio ）
r
＊z 測

儡

1／41

／3

0．9480

．989

50．745
．0

（A）Tropicai 1／21 0．9980994 43236

．5

2 0．951 29．7

1／4 0．989 45．1

1／3 0999 40．7

（B）Dechine 1／212 O．9860

．9790
，979

36．426

，122

．1

1／4 0．855 47．1

（C）Nasuka

1／31

／2

0，9530

．925

44．541
．3

ー

ワ
自

O．8980

．889

33．626

．9

＊ ICollcentratioIl
　of　soiling　medium 　ratio ．’sCorrelation 　coefficient ．‡　i　Refiectance　of 　artificially 　soiled 　cloth ．

被験者 の 平均尺度 を算 出 し主効 果 を求 め Fig．9 に 示 し

た ．分散分析 の結果危険率 1 ％ で 有意 とな り，洗剤 の

洗 浄力評価 は顔垢汚染布を用 い て 有効 に評価する こ と

が で き る．また，各サ ン プ ル 間 の 有意差判定 として ヤ

ードス テ ィ ッ ク の値 を算出 し信頼区間を求め判定 した

結 果，デ シ ン と ナ ス カ の 汚染布を用 い た 弱ア ル カ リ性

洗 剤と JIS 指標 洗剤 の 洗浄 力評価 間 を除 い て
， 危 険率

1 ％ で 有意 とな り，
い ず れ の 試料布 に お い て も， 粉 石

鹸 が最 も高 い 洗 浄性 を示 し，次い で 弱ア ル カ リ性洗剤 ，

JIS 指標洗剤，中性 洗剤 と な っ た ．そ こ で ，顔 垢汚 染

布 と人工 汚染布の 洗剤に 対す る 洗浄力評価の 関係 を

Fig．10 に示 した．い ずれ の 試料布 に お い て も，顔垢

汚染布 と人工汚 染布 の 洗剤 に 対す る洗浄力評価 は高 い

相関性 を示す こ とか ら，ポ リエ ス テ ル を繊維基 質 とし

て 提案 した 湿式人 工 汚染布 に お い て も天 然汚染布の 代

替えと して の 利用 が期待で きる．また ，汚染浴濃度別

に 作 製 した 人工 汚染布 と天然 汚染布 の 4 種類 の 洗剤 の

洗浄力評価結果の 相関係数お よ び 入 工 汚染布 の 反射率

を Table　4 に示 した．い ずれ の 試料布 にお い て も，人

工 汚 染布 の 反射 率 が 40％ 前 後 で 最 も高 い 相 関係 数 を

示 し，
ポ リエ ス テ ル 布 も綿布の 湿式人工 汚染布 と同様

に，汚 染布 と して 適正 な反 射率値 を 40％前後 に持 つ

こ と を確認 した （奥村等 1981 ；山口 と永山 1992）．反

射率 か ら洗 浄率を算出する 場 合，油性汚垢成分 お よ び

タ ン パ ク質汚垢成分 の 洗浄性 を直接 評価 で きな い とい

う問題は残 る が （原田等 1986），繊維基質や 織 り組織

が 異 な っ て も表面 反射率 を 40％ 前後に 設定 して作製

する事 に よ っ て ，天然汚染布 に近似 した洗浄力評価を

示す ポ リエ ス テ ル 湿式入 工 汚染布の 洗浄特性 を確認 し

た ．

　衣料素材の多種多様化 し た今日 に お い て
， 今後 ， 各

種新 素材繊 維 の 洗 浄力評価 に 対応 し た ポ リエ ス テ ル 湿

式人工汚染布の実用化が期待 され る．

　 4．要　 　約

　新合繊 を対 象と して単繊維 の 太 さ ・形状 の 異 なる ．3

種類 の ポ リ エ ス テ ル布を用 い て ，繊 維基 質の 相違す る

汚染布の 洗浄率の 算出方法，超極細繊維や異形断面繊

維 とい っ た新素材繊維 の 汚染性お よ び洗浄性 に つ い て

検討す る と 共 に
， 水 を分散 媒 と して 天然汚垢布 の 平均

的 な分析値 に準拠 して作製 したモ デ ル 汚垢 成分 を配合

した 汚染浴 を用 い て ，天然 汚 れ と 類似 の 洗 浄挙 動 を示

す洗浄力試験用の ポ リエ ス テ ル 湿式人工 汚染布 を提案

しよ うと試み ，以下 の結果 を得た ，
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　（1） 従来の 反射率の 測定方法で は ，台紙の 反射率 を

約 30％ に統
一

した こ とか ら，繊維基質の 相違する 人

工 汚染布で は 台紙の 反射率の 影響が 異 な り，汚 染布 自

体 の 反射率を測定する こ とが で きな い ．そ こ で ，湊 の

方法 を用 い て 台紙 の 影響を受け ない 汚染布 自体の反射

率 を誘導 し， こ の 値か ら Kノ∫値 を求め洗浄率 を算出

す る方法を確立 した．

　（2＞ 超極細繊維や異形断面繊 維な ど の 単繊 維か らな

る新合繊 は ，
一

般 の ポ リ エ ス テ ル 布に 比較 し て
， 汚れ

が付着 し や す く落ちに くい 傾 向に ある こ と を確認 した．

　（3） 水を分散媒 と して モ デ ル汚垢成分 を配合 した汚

染浴 を 用 い て 提案 した ポ リ エ ス テ ル 湿式人工 汚染布は
，

繊 維基質の織 り組織や 繊維形態が異な っ て も表面反射

率 を 40％ 前後 に 調整す る事 に よ っ て
，

4 種類 の 洗剤

に 対する 顔垢汚染布の 洗 浄力評価結果 と高 い 相関を示

す こ とを確認 した．

　終 わ りに本研究を進め る に あた り，顔垢汚染布 の 作

製 に ご協力 い た だ きま した ラ イ オ ン   森 　貞光氏 に

深 く感 謝 申 し上 げ ます．なお，本研究 の
一

部は平成 7

年度日本家政 学会第 47 回大会に お い て 報告 し た．
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